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生 涯 学 習 だ よ り 　問合せ　教育委員会社会教育課
　　　　☎２３―５００１生 涯 学 習 だ よ り
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４
月
15
日

（月）   

午
後
１
時
30
分
～　

２
０
１
・
２
０
２
号
室

「
開
講
式
」
・
「
歴
史
探
訪
講
座
」

   

開
講
式
で
は
、
中
央
公
民
館
長
挨
拶
に
続
い
て
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
今
年
度
開
設
す
る
学
習
講
座
の
内
容
、
サ
ー
ク
ル
活

動
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
第
１
回
学
習
講
座
と
し
て
よ
い
ち
水
産
博
物
館
学
芸

員
に
よ
る
「
歴
史
探
訪
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　余市町指定文化財である「安政年間のヨイチ鳥瞰図」（西蝦夷地ヨイチ生ノ
風景）」は、安政年間（１８５０年頃）のヨイチ場所を描いたものです。これは、
海上からヨイチ場所を俯瞰したもので、西方のローソク岩から東方のフゴッペ
岬までの海岸線と余市川上流の稲穂峠や仁木町との境界の桐谷峠などが描かれ
ています。絵図の中央には、余市水産博物館があるモイレ山と、その麓には下
ヨイチ運上家と付属の建物群が見えます。西方の浜中町、ヌッチ川、沢町にも人家や漁小屋などの多くの建物
群が連なっていたことがわかります。海上には弁財船が何艘も浮かんでいます。この頃、蝦夷地を探索した松

浦武四郎が当時の余市の様子を見て、「少しも蝦夷地の心地がしない」との言葉を残すほどの賑
わいを見せていました。
　余市水産博物館、史跡旧余市福原漁場、史跡フゴッペ洞窟、「安政年間のヨイチ鳥瞰図」にも
描かれている旧下ヨイチ運上家の４施設が４月９日（火）より開館します。今年度も博物館の展
示を一部リニューアルし、２階の展示室には町指定文化財である「安政年間のヨイチ鳥瞰図」が
新たに展示されます。博物館併設の歴史民俗資料館では、４・５月のピックアップとして、「遺
跡小話その２ 沢町遺跡」を展示予定です。博物館１階では期間限定で平成の余市を振り返る写
真展示を行っています。今年も多くの皆さまのお越しをお待ちしています。

▲住宅用火災警報器
　　　　設置の重要性を！

　博物館と文化財施設は４月９日（火）からオープン！
　～町指定文化財「安政年間のヨイチ鳥瞰図」展示～

寿大学・女性学級合同学習講座開催！
～住宅火災から命を守るために～

　２月７日（木）、余市消防署主幹の斉藤浩さんを講師
に迎えて寿大学・女性学級合同学習講座「住宅火災の
予防と対策」が開催され、３５名が受講しました。講
座では、初期消火に欠かせない消火器の種類や使い方、
設置が義務付けされている住宅用火災警報器の仕組み
や操作方法、生活の身近なところにある発火原因等に
ついて学習しました。
　防火対策の知識を学ぶことができた有意義な学習講
座となりました。

▲ 紙芝居の読み聞かせ

 

寿
大
学　

今
月
の
学
習

　

４
月
11
日

（木）   

午
後
１
時
30
分
～　

３
０
１
・
３
０
２
号
室

「
開
講
式
」
・
「
学
生
自
治
会
総
会
」

   

町
長
・
町
議
会
議
長
・
町
老
連
会
長
を
迎
え
て
開
講
式
を
行
い
ま

す
。
式
終
了
後
に
は
、
今
年
度
の
学
習
講
座
・
サ
ー
ク
ル
活
動
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
学
習
内
容
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

　

そ
の
後
、
学
生
自
治
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
・
役
員
等
に
つ
い
て
の
審
議
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
自
治

会
年
会
費
（
１
，
０
０
０
円
）
を
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
当
日

受
付
で
お
願
い
し
ま
す
。

寿
大
学
・
女
性
学
級
生
の
み
な
さ
ん
へ

 

女
性
学
級　

今
月
の
学
習

 
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

保
護
者
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
で
、
学
校
（
主
に
小
・
中
学

校
）
の
教
育
活
動
を
支
援
し
て
い
く
た
め
に
、
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

資
格
要
件
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
活
動
内
容
は
、
学
習

支
援
・
環
境
整
備
・
読
書
活
動
・
部
活

動
指
導
・
安
全
指
導
な
ど
で
す
。
活
動

に
意
欲
と
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
登
録
さ
れ
た
方
（
個

人
・
団
体
）
に
は
、
安
心
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
保
険
料
は
教
育
委
員
会
が
負
担
）

　

な
お
、
支
援
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
要
請
を
受
け
て
の
活
動

と
な
り
ま
す
の
で
依
頼
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
点

を
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。       

申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館
（
☎
23
―
５
０
０
１
）

 

今
年
度
の
学
習
講
座
が
始
ま
り
ま
す
！

　
　

～
喜
び
と
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
～

▶
徳
利
型
土
器
（
沢
町
遺
跡
）

  

温
水
プ
ー
ル
は

　
　
　
　
　
　

４
月
13
日

（土）
に
開
館
し
ま
す
！

●
開
館
時
間
等

　

○
平
日
（
火
～
金
曜
日
）　

午
後
１
時
30
分
～
８
時
30
分

　
　
　
　
　

※
７
・
８
月
は
正
午
か
ら
開
館

　

○
土
曜
日　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
８
時
30
分

　

○
日
曜
日
・
祝
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

○
休
館
日　
　
　
　

毎
週
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

　
（
月
曜
日
が
祝
日
の
時
は
火
曜
日
。

　
　
　
　
　
　
　

な
お
、
７
月
・
８
月
の
休
館
日
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▲ 防火について学ぶ受講生

　

北
海
ソ
ー
ラ
ン
太
鼓
は
、
か
つ
て
鰊
の
千
石
場
所
と
し
て
栄

え
た
余
市
町
の
鰊
漁
全
盛
期
の
面
影
を
太
鼓
に
託
し
て
演
奏
す

る
勇
壮
な
太
鼓
演
奏
で
す
。

　

北
海
ソ
ー
ラ
ン
太
鼓
少
年
団
は
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
北
海

ソ
ー
ラ
ン
太
鼓
の
技
術
を
習
得
し
、
郷
土
芸
能
を
継
承
す
る
こ
と

を
目
的
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
月
３
回
の
練
習
を
重
ね
な
が
ら
、
北
海
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
一
度

和
太
鼓
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　

象　

小
学
３
年
生
～
中
学
生

会　

費　

月 

５
０
０
円

練　

習　

月
３
回　

第
１
・
３
・
４
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
～

今
年
度
の
事
業

・
北
海
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
へ
の
参
加

・
町
文
化
祭
「
文
化
発
表
会
」
へ
の
参
加

・
そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
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大人映画会（午後２時～）
４日（木） 氷壁（邦画）

７日（日） フライト・オブ・フェニックス（洋画）

11 日（木） シムソンズ（邦画）

18 日（木） ニューヨークの恋人 ( 洋画 )

21 日（日） ハナミズキ（邦画）

25 日（木） WALL・E（ウォーリー）（洋画）
子ども映画会（午後２時～）

６日（土） ズートピア

20 日 ( 土 )  シンデレラⅡ

問合せ　図書館（☎22―6141）
http://www.yoichi-lib-unet.ocn.ne.jp/

開館時間  午前10時～午後６時30分

映画会のご利用は、 予約や申込みの必要
はありません！お気軽にお越しください

　

※
行
事
の
会
場
・
申
込
み
は
す
べ
て
図
書
館
で
す

 

図
書
館
の
す
て
き
な
窓

　

こ
ど
も
の
読
書
週
間
に
ち
な
ん
だ
催
し
で
す
。「
お
は
な

し
で
あ
そ
ぼ
う
～
手
の
は
な
を
さ
か
せ
よ
う
！
～
」
と
題
し

て
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
袋
人
形
で
一
緒
に
あ
そ
び
ま

す
。
無
料
で
す
の
で
、
時
間
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　

司
書
が
絵
本
や
紙
芝
居
を
読
ん
だ
り
、
手
あ
そ
び
、
お
り

が
み
な
ど
を
し
ま
す
。

日　

時
　
４
月
13
日
（土）　

①
午
前
11
時
～
、
②
午
後
２
時
～

　
公
民
館
サ
ー
ク
ル
「
本
の
ひ
ろ
ば
」
さ
ん
が
読
み
聞
か
せ

を
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
時
間
帯
は
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
中
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時
　
４
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日
の
各
水
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

   

こ
ど
も
の
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト 

～
お
は
な
し
で
あ
そ
ぼ
う
～

今
月
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
　
　
　

 

４
月
２
日
（火）
、
30
日
（火）
は
図
書
整
理
日

　

子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
本
を
！
と
の
願
い
か
ら
「
こ
ど
も
の
読
書
週

間
」
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
を
中
心
と

し
た
、
４
月
23
日
（
世
界
本
の
日
・
こ
ど

も
読
書
の
日
）
～
５
月
12
日
で
す
。
５
月

５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
は
子
ど
も
た
ち

の
幸
せ
と
健
や
か
な
成
長
を
祝
う
日
で
す

ね
。「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」の「
こ
ど
も
」

が
ひ
ら
が
な
な
の
は
「
こ
ど
も
の
日
」
に

名
称
を
合
わ
せ
た
か
ら
で
す
。

　
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
は
、
大
人
が

子
ど
も
の
読
書
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え

る
期
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
中
に
上
記
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

一
日
司
書
体
験
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
読
書
の
楽
し
さ
を
知
る
き
っ
か

け
と
な
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時　

４
月
27
日
（土）　

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
２
時
～

対　

象
　
幼
児
～
大
人
ま
で

内　

容
　
絵
本
『
て
と
て
と
て
と
て
』『
て
を
つ
な
ご
う
』

　
　
　
　

手
袋
シ
ア
タ
ー
ほ
か

    ▲ 昨年の文化発表会

②
余
市
子
ど
も
茶
道
サ
ー
ク
ル

　
　

 

～
礼
儀
作
法
や
マ
ナ
ー
・
日
本
文
化
を
学
ぶ
～

　

茶
の
湯
は
、
密
度
の
高
い
社
交
場
で
す
。
茶
席
の
中
で
長
い

時
間
お
茶
を
楽
し
み
、
会
話
を
楽
し
む
、
そ
の
会
話
も
批
判
や

評
論
は
さ
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
茶
道
を
学
ぶ
こ
と
は
人
格
を
高
め
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
茶
道
を
通
し
て
日
本
の
生
活
文
化
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

対　

象　

高
校
生
以
下
の
児
童
・
生
徒

会　

費　

月
７
０
０
円

定
例
会　

月
２
回　

第
２
・
４
土
曜
日

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～

各
種
事
業
へ
の
協
力　

文
化
祭
呈
茶
会
・

　

成
人
式
呈
茶
会
参
加
等

※
経
費　

お
茶
・
お
菓
子
代
等
が
若
干
か

　
　
　
　

か
り
ま
す
。

申
込
み
締
切　

①
・
②
と
も
に
４
月
17
日
（水）

申
込
み
・
問
合
せ　

　

中
央
公
民
館
（
☎
23-

５
０
０
１
）

 ▲ 過去のこどもの読書
　  週間イベントの様子

①
北
海
ソ
ー
ラ
ン
太
鼓
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　

～
和
太
鼓
を
た
た
こ
う
！
～

 

団
員
・
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

▲ 昨年の文化祭

   

こ・

ど・

も・

の
読
書
週
間
～
ド
は
読
書
の
ド
♪
（
標
語
）
～

   

お
は
な
し
会

  

本
の
ひ
ろ
ば
読
み
聞
か
せ
の
会

◆
５
月
１
日
（水）
～
５
日
（日）
は
開
館
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
を
は
じ
め
て
ご
利
用
さ
れ
る
方
へ

利
用
者
登
録
：
図
書
館
の
本
を
借
り
る
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。　
　

　

現
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）
を

　

持
参
い
た
だ
き
、
利
用
登
録
申
込
書
に
ご
記
入
後
、
利
用
者
カ
ー
ド

　

を
発
行
し
ま
す
。（
３
年
毎
更
新
）

　

登
録
で
き
る
方
は
町
内
在
住
者
、
町
内
に
通
勤
・
通
学
者
、
ま
た
は

　

北
後
志
４
か
町
村
在
住
者
で
す
。

本
を
借
り
る
：
一
人
５
冊
ま
で
、
２
週
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
を
返
す
：
本
を
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
、
ま
た
、
休
館
日
、
開
館
前
、
閉

　

館
後
な
ど
の
図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
と
き
は
玄
関
正
面
右
横
の　

　
「
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
」
に
返
却
願
い
ま
す
。

視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
：
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｌ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｖ
Ｈ
Ｓ
は
館
内

　

で
の
み
視
聴
で
き
ま
す
。

本
を
さ
が
す
：
館
内
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
館
内
検
索
機
）、
図
書
館
Ｈ
Ｐ
で
、　

　

図
書
館
の
所
蔵
し
て
い
る
資
料
の
検
索
が
で
き
ま
す
。
貸
出
し
中
の

　

本
や
図
書
館
に
な
い
本
は
「
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
用
紙
」
に
記
入
し

　

て
く
だ
さ
い
。
購
入
す
る
か
、
他
の
図
書
館
か
ら
借
り
る
な
ど
し
て

　

貸
出
し
ま
す
。

調
べ
た
い
：
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー
に
事
典
や
調
べ
る
た
め
の
本
が

　

あ
り
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
き
は
職
員
に
お
尋
ね
く
だ

　

さ
い
。

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
：
モ
ノ
ク
ロ
１
枚
10
円
（
Ａ
３
ま
で
）
著
作
権
法
に

　

規
定
さ
れ
た
範
囲
内
で
図
書
館
の
資
料
に
限
り
コ
ピ
ー
で
き
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
気
軽
に
職
員
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

  ▲ 安政年間のヨイチ鳥瞰図


